
議会の議会の構成が構成が
新しくなりました　新しくなりました　2p2p
持続可能な公共施設を目指して　持続可能な公共施設を目指して　4p4p

連載企画 事業者に聞く連載企画 事業者に聞く　　7p7p
市政を問う！市政を問う！一般質問一般質問 17人が政策論議17人が政策論議　　8p8p
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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
㊾
ペ
ッ
ト
ト
リ
マ
ー

　
ハ
サ
ミ
や
バ
リ
カ
ン
を
使
っ
て
、
愛
犬
・
愛
猫
の
ト
リ
ミ
ン
グ

　
ハ
サ
ミ
や
バ
リ
カ
ン
を
使
っ
て
、
愛
犬
・
愛
猫
の
ト
リ
ミ
ン
グ

を
行
い
、
見
た
目
の

を
行
い
、
見
た
目
の
美
し
さ
を

美
し
さ
を
整
え
ま
す
。

整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
外
見
か
ら
わ
か
る
健
康
状
態
も
見
て
、
飼
い

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
外
見
か
ら
わ
か
る
健
康
状
態
も
見
て
、
飼
い

主
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

主
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。��

（（
1414
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載
）
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５
月
19
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
正

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
と
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
は
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
十
分
に
認
識
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に

的
確
に
応
え
る
議
会
を
目
指
し
、
議
員
一
人

ひ
と
り
が
自
己
研
さ
ん
を
積
み
、
安
全
・
安

心
な
市
政
の
推
進
に
二
元
代
表
制
の
一
翼
と

し
て
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
市
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議会の構成が議会の構成が
新しくなりました新しくなりました

市民の負託に応える議会を目指して

正副議長あいさつ

◎入間東部地区事務組合
　本市と富士見市、三芳町によって構成され、火災の予防・消火や救急・
救助といった消防行政に関すること、また、し尿処理や火葬場・斎場の管
理といった衛生行政に関することを行っています。
◎入間東部地区事務組合議会選出議員
　前田　広子	 　島田　和泉	 　原田　雄一
　山田　敏夫	 　塚越　洋一

所属委員会って？
市議会には全員が参加する本会議のほか、議案などを専門的に詳しく審査するため分野ごとに委員会を設け、委員の定
数も定められています。現在、ふじみ野市議会には５つの常任委員会と議会運営委員会があります。

委員会名 定数 担当する範囲

総務・教育常任委員会   ７人 総合政策、防災、広報・広聴、財政、電算システム、市税、会計、学校教育、社会教育、選挙、
監査などに関すること

市民・都市常任委員会   ７人 コミュニティ、環境衛生、農業・産業振興、都市計画、交通安全、上下水道などに関すること
生活・福祉常任委員会   ７人 戸籍・住民基本台帳、市民相談、社会福祉、子育て支援、介護保険、保健衛生などに関すること
議会広報常任委員会   ７人 市議会だよりの編集・発行に関すること
予算・決算常任委員会 21人 一般会計、特別会計、企業会計の予算及び決算に関すること
議会運営委員会   ７人 円滑な議会運営や、議長の諮問等に関すること

①古
ふるこし
越孝
たか
子
こ

（公　明　党）
仲一丁目
［生活・福祉］
［議 会 広 報］
［予算・決算］

⑩近
こんどうよしのり
藤善則

（無　所　属）
中ノ島一丁目
［総務・教育］
［予算・決算］

⑪足
あ
立
だち
志
し
津
づ
子
こ

（日本共産党）
築地三丁目
［生活・福祉］　○
［予算・決算］

⑫田
た
中
なか
早
さ
苗
なえ

（日本共産党）
元福岡二丁目
［市民・都市］
［議 会 広 報］
［予算・決算］

⑬川
かわばた
畑京

きょう
子
こ

（公　明　党）
南台二丁目
［総務・教育］　◎
［予算・決算］
［議 会 運 営］

②金
かねはま
濵高
こうけん
顕

（無　所　属）
清見二丁目
［総務・教育］　○
［予算・決算］

③坪
つぼ
田
た
敏
としたか
孝

（無　所　属）
駒林元町三丁目
［市民・都市］　○
［予算・決算］

④鈴
すず
木
き
美
み え
恵

（公　明　党）
亀久保
［生活・福祉］
［議 会 広 報］　◎
［予算・決算］
［議 会 運 営］

⑭島
しま
田
だ
和
いず み
泉

（公　明　党）
亀久保二丁目
［市民・都市］
［予算・決算］

⑮原
はら
田
だ
雄
ゆういち
一

（青　藍　会）
福岡
［生活・福祉］　◎
［予算・決算］

⑯加
か
藤
とうけいいち
恵一

（青　藍　会）
上福岡二丁目
［市民・都市］
［予算・決算］

⑰小
こ
林
ばやし
憲
のりひと
人

（青　藍　会）
南台一丁目
［生活・福祉］
［予算・決算］　◎
［議 会 運 営］　◎

⑤川
かわしまひで
島秀男

お

（青　藍　会）
新田二丁目
［総務・教育］
［議 会 広 報］
［予算・決算］

⑥前
まえ
田
だ
広
ひろ
子
こ

（青　藍　会）
大井中央二丁目
［総務・教育］
［予算・決算］

⑦鈴
すず
木
き
宏
ひろ
樹
き

（青　藍　会）
松山二丁目
［市民・都市］
［予算・決算］
［議 会 運 営］

⑱山
やま
田
だ
敏
とし
夫
お

（青　藍　会）
滝三丁目
［総務・教育］
［予算・決算］
［議 会 運 営］

⑲民
みん
部
ぶ
佳
か よ
代

（無　所　属）
市沢三丁目
［市民・都市］　◎
［議 会 広 報］
［予算・決算］

⑳床
とこ
井
い
紀
よしのり
範

（日本共産党）
上福岡六丁目
［総務・教育］
［議 会 広 報］　○
［予算・決算］
［議 会 運 営］

㉑塚
つかこしよういち
越洋一

（日本共産党）
大井中央二丁目
［市民・都市］
［予算・決算］　○
［議 会 運 営］　○

⑧板
いたくら
倉   篤

あつし

（青　藍　会）
亀久保三丁目
［生活・福祉］
［議 会 広 報］
［予算・決算］

⑨鈴
すず
木
き
啓
けい
太
た
郎
ろう

（無　所　属）
上福岡四丁目
［生活・福祉］
［予算・決算］

議　長

島
しま
田
だ
　和

いず み
泉

副議長

加
か
藤
とう
　恵
けいいち
一

議席番号・氏名
（会派）
住所
所属委員会
※委 員 長◎
　副委員長○
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公
共
施
設
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
で

使
用
料
を
還
付市

立
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
な
ど

条例改正
全員賛成で可決

自
転
車
駐
車
場
の

料
金
見
直
し
と
統
廃
合

自
転
車
駐
車
場
条
例

条例改正
賛成多数で可決

上
福
岡
図
書
館
を

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

補正予算
全員賛成で可決

　
　
改
修
工
事
の
概
要
は
。

　
　
設
備
の
老
朽
化
に
対
処

し
安
全
で
利
便
性
の
高
い
快

適
な
施
設
と
す
る
た
め
改
修

す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
外
部
改
修 

と
し
て
外
壁
タ
イ
ル
改
修
、

屋
上
全
面
防
水
。
内
部
改
修

と
し
て
内
装
改
修
、
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
授
乳
室
の
新

設
、
死
角
の
少
な
い
配
架
レ

イ
ア
ウ
ト
へ
の
変
更
を
行

う
。
ま
た
、
設
備
面
で
は
空

調
設
備
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
等
の
更
新
を

行
う
。

　
　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
令
和
5
年
11
月
に
着
工

し
、
令
和
６
年
10
月
の
再
開

を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
更
新
は
令

和
7
年
7
月
の
蔵
書
点
検
に

合
わ
せ
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
閉
館
中
の
窓
口
業
務
は
。

　
　
令
和
5
年
11
月
上
旬
か

ら
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野

内
に
臨
時
窓
口
を
開
設
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
窓
口
で
は
予
約
受
付

や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、

予
約
本
の
受
け
取
り
や
返
却

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
敷
地
内
に
返

却
ポ
ス
ト
の
設
置
も
予
定
し

て
い
る
。

　
　
そ
の
他
の
事
業
は
。

　
　
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
事

業
は
、
公
共
施
設
な
ど
他
の

施
設
を
利
用
し
、
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問答問答

問答問答

持
続
可
能
な

持
続
可
能
な

公
共
施
設
を
目
指
し
て

公
共
施
設
を
目
指
し
て

令
和
５
年

令
和
５
年  

5 
  19

６ 
  5

6 
  23

　
市
議
会
議
員
選
挙
後
初
の
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

で
は
、
議
長
選
挙
な
ど
議
会
人
事
の
ほ
か
、
市
長
提
出

議
案
６
件
を
審
議
、
全
て
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
文
化
施
設
整
備
事

業
や
図
書
館
管
理
運
営
事
業
な
ど
の
増
額
を
含
む
一
般

会
計
補
正
予
算
や
、
自
転
車
駐
車
場
条
例
な
ど
市
長
提

出
議
案
28
件
を
審
議
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
条
例
改
正
の
内
容
は
。

　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し

た
後
に
他
の
利
用
者
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
早
期
の
キ
ャ

ン
セ
ル
に
は
使
用
料
の
一
部

を
還
付
す
る
。

　
市
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、

統
一
的
な
基
準
を
定
め
る
こ

と
と
し
た
。

　
　
還
付
の
基
準
は
。

　
　
各
施
設
に
お
い
て
使
用

料
の
還
付
に
関
す
る
規
定
を

追
加
し
て
お
り
、
還
付
可
能

時
期
な
ど
の
詳
細
は
、
個
別

の
施
設
の
規
則
で
定
め
る
。

　
納
付
さ
れ
た
施
設
の
使
用

料
を
還
付
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

や
利
用
実
態
等
を
踏
ま
え
、

利
用
日
の
１
ヵ
月
前
ま
で
に

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、
納

付
さ
れ
た
使
用
料
の
半
分
を

還
付
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。

　
　

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

ホ
ー
ル
な
ど
１
年
前
か
ら
予

約
で
き
る
施
設
の
扱
い
は
。

　
　
利
用
日
の
６
ヵ
月
前
ま

で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

は
、
７
割
を
還
付
し
、
３
ヵ

月
前
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
場
合
は
、
５
割
を
還
付
す

る
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
今
後
運
用
し
て
い

く
中
で
、
そ
の
効
果
や
還
付

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
く
。

　
　
条
例
改
正
の
経
緯
は
。

　
　
調
査
の
結
果
、
上
福
岡

駅
周
辺
の
市
営
と
民
間
の
自

転
車
駐
車
場
で
の
稼
働
率
に

差
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

要
因
と
し
て
、
定
期
利
用
料

の
格
差
が
大
き
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
自
転

車
駐
車
場
の
一
時
利
用
へ
の

変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　
現
在
の
条
件
で
は
収
支
の

改
善
が
見
込
め
ず
、
今
後
公

募
に
応
じ
る
事
業
者
が
現
れ

な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
使
用
料
を
改
正

す
る
こ
と
で
、
収
支
の
改
善

及
び
民
業
圧
迫
に
つ
い
て
も

改
善
が
図
ら
れ
る
と
判
断
し

た
。

　
　
変
更
さ
れ
る
内
容
は
。

　
　
大
き
く
２
点
あ
り
、
１

点
目
は
使
用
料
の
改
正
に
よ

り
定
期
利
用
料
金
を
年
間

１
万
5
千
円
か
ら
１
万
８
千

円
に
、
一
時
利
用
料
金
を
１

日
１
０
０
円
か
ら
１
５
０
円

に
す
る
。
２
点
目
は
、
ふ
じ

み
野
駅
苗
間
第
１
自
転
車
駐

車
場
を
廃
止
し
、
苗
間
第
２

自
転
車
駐
車
場
と
統
合
す
る
。

問答問答

問答

問答問

答

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
山
田　
敏
夫 

議
員

公　
明　
党　
鈴
木　
美
恵 

議
員

日
本
共
産
党　
床
井　
紀
範 

議
員

　近年、外国資本による水源地域等の土地取得が問題となっている。また、
自衛隊施設の隣接地購入など安全保障上も懸念がある。
　よって、国に対し外国資本等の土地売買等を規制し管理体制を構築するた
めの法整備を要請する。� 送付日：令和５年６月 23日（主意抜粋）

　
こ
れ
ま
で
は
予
約
時
に
納
付
し
た
公
共
施
設
の
使
用
料
は
原
則
還
付
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
等
の
ホ
ー
ル
は
１
年
前
か

ら
予
約
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
文
化
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
予
約
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
に
、
使
用
料
が
還
付
で
き
る
よ
う
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
駐
車
場
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、
使
用
料

が
改
正
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
稼
働
率
が
低
い
苗
間
第
１

自
転
車
駐
車
場
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

廃止される苗間第１自転車駐車場

産業文化センター受付

意見書
賛成多数で可決

外国資本等による土地売買等に関する
法整備を求める意見書

ふじみ野市議会だより第 70号〔2023年 6月定例会〕ふじみ野市議会だより第 70号〔2023年 6月定例会〕5 4ふじみ野市議会だより第 70 号〔R5.8.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 70 号〔R5.8.1 発行〕

議 案 審 議
本会議・委員会での質疑をまとめています。本会議・委員会での質疑をまとめています。



日本共産党　塚越洋一 議員 公明党　島田和泉 議員

青藍会　小高時男 議員

●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果

第27号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度ふじみ野市一般会計補正予
算（第１号））

承　認 第30号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例）

承　認

第28号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市税条例の一部を改正する条
例）

承　認 第31号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市一般会計補正予
算（第２号） 可　決

第29号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市都市計画税条例の一部を改
正する条例）

承　認 第32号 
議　 案 監査委員の選任について 同　意

●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果

第33号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市一般会計補正予
算（第３号） 可　決 第48号 

議　 案
ふじみ野市立文化施設条例の一部を改正
する条例 可　決

第34号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市介護保険特別会
計補正予算（第１号） 可　決 第49号 

議　 案
ふじみ野市立エコパ条例の一部を改正
する条例 可　決

第35号 
議　 案 ふじみ野市立コスモスホール条例 可　決 第50号 

議　 案
ふじみ野市上福岡ゲートボール場条例
の一部を改正する条例 可　決

第36号 
議　 案 ふじみ野市立旭ふれあいセンター条例 可　決 第51号 

議　 案
ふじみ野市立介護予防センター条例の
一部を改正する条例 可　決

第37号 
議　 案 ふじみ野市立産業文化センター条例 可　決 第52号 

議　 案
ふじみ野市都市公園条例の一部を改正
する条例 可　決

第38号 
議　 案

ふじみ野市立大井総合福祉センター条
例 可　決 第53号 

議　 案
ふじみ野市立図書館条例の一部を改正
する条例 可　決

第39号 
議　 案 ふじみ野市荒川第２運動公園条例 可　決 第54号 

議　 案
ふじみ野市立公民館条例の一部を改正
する条例 可　決

第40号 
議　 案 ふじみ野市びん沼サッカー場条例 可　決 第55号 

議　 案
ふじみ野市学校運動場照明施設の設置
及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例

可　決

第42号 
議　 案

ふじみ野市税条例の一部を改正する条
例 可　決 第56号 

議　 案
ふじみ野市文化施設整備事業建設工事
請負変更契約の締結について 可　決

第43号 
議　 案

ふじみ野市立ゆめぽると条例の一部を
改正する条例 可　決 第57号 

議　 案 財産の取得について 可　決

第44号 
議　 案

ふじみ野市市民憩の森条例の一部を改
正する条例 可　決 第 58 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第45号 
議　 案

ふじみ野市立市民交流プラザ条例の一
部を改正する条例 可　決 第59号 

議　 案
ふじみ野市総合センターフクトピア空
調機更新工事請負契約の締結について 可　決

第46号 
議　 案

ふじみ野市立鶴ケ岡コミュニティセン
ター条例の一部を改正する条例 可　決 第 60 号 

議　 案
ふじみ野市立大井東中学校校舎大規模
改造工事請負契約の締結について 可　決

第47号 
議　 案

ふじみ野市立スポーツセンター条例の
一部を改正する条例 可　決

●賛否が分かれた議案� 〇：賛成　　×：反対

議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 公明党 日本共産党
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

足
立
志
津
子

田
中　
早
苗

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

金
濵　
高
顕

坪
田　
敏
孝

鈴
木
啓
太
郎

近
藤　
善
則

民
部　
佳
代

第41号 
議　 案 ふじみ野市自転車駐車場条例 可

決〇欠
席〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長××××〇〇〇〇〇

議第1号 
議　 案

外国資本等による土地売買等に関
する法整備を求める意見書

可
決〇欠

席〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長××××〇〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
の

提
出
議
案
と
審
議
結
果

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
の
提
出
議
案
と
審
議
結
果

連載企画
事業者に聞く 税務署と納税者の橋渡し役
税制を分かりやすく解説し、適切な納税をアドバイスする

税理士さんにお話を伺いました。
Ｑ　税理士になったきっかけは。
Ａ　もともと数字や数学が好きで、経理は
数字がゴールで分かりやすいことから税理
士を目指しました。会計事務所、一般企業
を経て36歳の時に独立して現在の税理士事
務所を立ち上げました。
Ｑ　税理士に求められていることは。
Ａ　税制は年々高度化、細分化しており直近
ではインボイス制度や電子帳簿保存法なども

話題になっています。税理士には単に税額の
計算をするだけではなく、納税者の状況を理
解した上でルールを守るためのアドバイスが期
待されているので、税理士自身も時代やビジネ
ス、税制の変化に適応し、日々勉強を重ねた
上で最新の情報やサービスを提供することが
求められています。
Ｑ　苦労されていることは何ですか。
Ａ　様々な相談者の置かれた状況を把握し
て、多岐にわたる税制に当てはめていくの
は苦労しますが、この仕事のやりがいを感
じる場面でもあります。　
Ｑ　行政に望むことは。
Ａ　適切な納税を支援するために税理士会
として、無料相談会等を開催しているので、
行政からも積極的な情報発信をお願いした
いと思っています。

黒
くろ
巣
す
　益
みつあき
彰さん

市議会定例会などの議会活動をお伝えするため、
「ふじみ野市議会だより」を編集・発行しています。

　７名の編集委員が記事を選定し、写真を
含む原稿作成や、インタビュー記事の取材
などを進めます。なお、一般質問は質問者
自身が記事と写真を提出しています。
　毎号約６回の編集会議で意見を出し合い、
校正を重ね発行となります。そこには皆で
一つのものを作り上げた達成感があります。

議会広報常任委員会の仕事を紹介します！

編集会議で紙面を見ながら校正

ふじみ野市議会だより第 70 号〔R5.8.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 70 号〔R5.8.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 70 号〔2023 年 6 月定例会〕ふじみ野市議会だより第 70 号〔2023 年 6 月定例会〕 67



問　
軽
度
認
知
障
が
い
の
早

期
発
見
へ
の
取
り
組
み
の
現

状
は
。

答　
70
歳
か
ら
85
歳
の
対
象

者
に
対
し
て
、
は
つ
ら
つ
健

康
チ
ェ
ッ
ク
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
４
年
度
は

１
万
７
６
３
１
人
に
送
付
し
、

65
・
４
％
の
回
答
が
あ
っ
た
。

通
学
路
の
安
全
対
策

問　
令
和
４
年
度
に
対
応
し

た
通
学
路
の
安
全
対
策
の
件

数
は
。

答　
道
路
反
射
鏡
の
設
置
・

修
繕
を
44
件
、
防
護
柵
の
設

置
・
修
繕
を
37
件
、
注
意
看

板
を
約
１
４
０
ヵ
所
設
置
し

て
い
る
。

防
犯
灯
の
設
置

問　
新
規
住
宅
地

域
で
の
防
犯
灯

設
置
の
取
り
組

み
は
。

答　
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
開
発

行
為
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

と
協
議
を
行
い
、
事
業
者
の

負
担
で
防
犯
灯
を
設
置
す
る

こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
今

後
も
積
極
的
に
指
導
を
行
う
。

自
治
組
織
の
Ｉ
Ｔ
機
能

整
備
へ
の
支
援

問　
自
治
組
織
の
Ｉ
Ｔ
機
能

整
備
に
対
す
る
支
援
の
状
況

は
。

答　
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
な
ど

初
期
導
入
の
費
用
や
、
そ
の

後
の
維
持
管
理
費
用
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

問　
式
典
な
ど
の
概
要
は
。

答　
令
和
５
年
11
月
４
日
の

午
前
に
開
館
式
典
を
行
い
、

４
日
、
５
日
の
２
日
間
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
計
画
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
市
内
幼
稚
園
児

の
ダ
ン
ス
、
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
市
内
の
文
化
芸

術
団
体
や
サ
ー
ク
ル
に
活
動

の
成
果
を
披
露
し
て
も
ら
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
併
せ
て

美
術
作
品
の
展
示
も
予
定
し

て
い
る
。

　
来
場
者
に
は
、
様
々
な
催

し
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
出

演
者
も
含
め
、
多
く
の
人
と

一
緒
に
お
祝
い
し
て
も
ら
い

た
い
。

消
防
団
支
援
の 

 

取
り
組
み

問　
女
性
消
防
団
Ｐ
Ｒ
の
取

り
組
み
は
。

答　
市
消
防
団
の
女
性
団
員

は
８
名
在
籍
し
、
市
の
総
合

防
災
訓
練
、
普
通
救
命
講
習

の
講
師
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
21
日
に

開
催
さ
れ
る
第
25
回
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
に
入
間
東

部
支
部
女
性
消
防
隊
と
し
て
、

本
市
か
ら
も
２
名
の
団
員
が

参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
女
性
消
防
団
員
の
活

躍
を
紹
介
す
る
こ
と
で
団
員

確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

11 月オープンのステラ・ウェスト

市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、17人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（８月下旬掲載予定）

軽
度
認
知
障
が
い
の

早
期
発
見
へ
の
取
り
組
み

坪
田　
敏
孝 

議
員

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

加
藤　
恵
一 

議
員

一 般 質 問
問　

ChatGPT

の
登
場
に

よ
っ
て
社
会
情
勢
は
大
き
く

変
化
す
る
と
考
え
る
。
活
用

や
危
険
性
を
検
討
す
る
上
で

も
調
査
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

て
は
。

答　
業
務
改
革
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
情
報
化
推
進
専

門
部
会
で
情
報
収
集
・
課
題

の
研
究
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。大

井
武
蔵
野
・
亀
久
保

地
域
の
公
共
交
通
対
応

問　
公
共
交
通
機
関
に
ア
ク

セ
ス
し
づ
ら
い
地
域
が
あ
る
。

デ※

マ
ン
ド
応
答

型
交
通
シ
ス
テ

ム
を
導
入
で
き

な
い
か
。

答　
本
市
で
は

お
出
か
け
サ

ポ
ー
ト
タ
ク

シ
ー
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

他
市
の
事
例
を

収
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

元
福
岡
・
川
崎
地
域
へ

の
水
害
対
策

問　
一
帯
の
水
害
対
策
に
は

川
越
市
と
の
協
議
が
さ
ら
に

必
要
と
考
え
る
。
状
況
は
。

答　
川
越
江
川
の
開
き
ょ
部

分
に
つ
い
て
、
西
沼
橋
か
ら

元
福
岡
集
会
所
ま
で
の
約

２
４
０
ｍ
に
対
し
、
か
さ
上

げ
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
対
策
を
協
議
し
て
い

る
。

問　
東
久
保
中
央
公
園
の
舗

道
と
芝
生
の
段
差
を
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
す
る
考
え
は
。

答　
市
で
も
把
握
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
6
年

度
に
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。
幅
広
い
イ
ベ
ン
ト
で

利
用
さ
れ
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
公
園
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
施
設
全
体
を
誰
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
一

層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
に
努
め
る
。

教
育
を
受
け
る
機
会 

 

の
保
障
は

問　
小
・
中
学
校
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
等
の
実
施
状
況

は
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

ビ
デ
オ
通
話
で
の
授
業
や
朝

会
へ
の
双
方
向
的
な
参
加
、

学
習
到
達
度
に
応
じ
た
課
題

が
出
題
さ
れ
る
学
習
支
援
ソ

フ
ト
を
導
入
す
る
な
ど
、
学

習
機
会
の
保
障
を
図
る
ほ
か
、

定
期
的
な
生
活
面
と
学
習
面

の
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。災

害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用

問　
被
災
状
況
把
握
の
た
め

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
は
。

答　

被
災
状
況
把
握
に
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
は
有
効
と
考

え
る
。
そ
の
運
用
に
つ
い
て

は
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合

消
防
本
部
が
民
間
企
業
と
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
本
市
は

消
防
本
部
と
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
状
況
把
握
を
行
っ

て
い
く
。

問　
開
催
に
向
け
て
の
特
別

な
予
算
や
新
た
な
取
り
組
み

は
。

答　
今
年
は
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
、
再
開
記
念
事
業

に
対
す
る
予
算
の
上
乗
せ
と

催
事
部
会
等
で
内
容
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　
伝
統
あ
る
竹
飾
り
も
、
前

回
実
績
の
約
２
５
０
本
に
近

づ
け
た
い
、
華
や
か
な
祭
り

に
し
た
い
、
と
い
っ
た
観
点

か
ら
助
成
金
を
２
倍
に
す
る
。 　

来
場
者
や
参
加
者
に
と
っ

て
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

祭
り
に
な
る
よ
う
安
全
安
心

を
第
一
に
進
め
て
い
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
芸
人
の
ラ
イ
ブ
、
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
開
催
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

福
岡
中
央
公
園
の 

 

環
境
整
備

問　
強
風
時
の
土
・
砂
・
ホ

コ
リ
の
舞
い
上
が
り
へ
の
対

策
は
。

答　
平
成
30
年
度
に
公
園
愛

護
会
や
、
地
域
住
民
か
ら
出

さ
れ
た
要
望
を
基
に
、
令
和

元
年
度
に
園
内
の
更
新
整
備

工
事
を
実
施
し
た
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
現
在
ま

で
に
も
不
足
部
分
を
追
加
で

改
修
工
事
も
実
施
し
た
。

　
今
後
も
土
ぼ
こ
り
の
発
生

し
に
く
い
材
料
に
置
き
換
え

る
整
備
を
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
。

川越江川

東久保中央公園

ChatGPT

へ
の
対
応

金
濵　
高
顕 

議
員

生
ま
れ
変
わ
る

東
久
保
中
央
公
園板

倉　
篤 

議
員

※デマンド応答型交通：需要に応じて発着地やダイヤを組み合わせて車両を派遣するシ
ステム。利用者はアプリや電話で予約し、必要な時に近くの乗り場で車両が迎えに来る。

４
年
ぶ
り
の

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り

鈴
木　
宏
樹 

議
員
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一 般 質 問
問　
帯
状
疱
疹
の
予
防
に
対

す
る
周
知
・
啓
発
は
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
感

染
症
情
報
と
し
て
お
知
ら
せ

し
、
電
話
や
窓
口
等
で
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
情
報
提

供
し
て
い
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
を
行
う
べ
き
で
は
。

答　
現
時
点
で
は
行
っ
て
い

な
い
。
近
隣
自
治
体
の
実
施

状
況
な
ど
踏
ま
え
、
調
査
・

研
究
に
努
め
る
。

救
命
処
置
の
取
り
組
み

問　

傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
配
慮
の
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

三
角
巾
を
配
備
し
て
は
。

答　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
３
、
4
回
の
普
通
救
命
講

習
で
、
た
め
ら
わ
ず
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
伝

え
て
い
る
。
現
在
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

タ
オ
ル
も
備
え
て
お
り
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
し
て
使

用
し
て
も
ら
い
た
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

実
態
と
学
校
と
し
て
の
取
り

組
み
は
。

答　
令
和
４
年
度
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
は
、
小
学
校
で

75
人
、
中
学
校
で
は
１
８
３

人
で
あ
っ
た
。

　
取
り
組
み
は
、
担
任
を
中

心
と
し
て
学
年
の
教
育
相
談

担
当
や
学
年
主
任
、
養
護
教

諭
、
学
び
育
ち
サ
ポ
ー
タ
ー

が
寄
り
添
い
、
保
護
者
と
連

携
し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た

学
び
の
場
を

提
供
し
て
い

る
。

問　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正

化
法
が
改
正
さ
れ
、
本
市
に

も
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認

定
制
度
が
で
き
た
。
長
期
修

繕
計
画
の
作
成
・
見
直
し
や

修
繕
費
積
立
金
が
適
正
に
運

用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
基
準

を
満
た
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が

認
定
さ
れ
る
が
、
制
度
の
周

知
と
認
定
の
支
援
は
。

答　
管
理
組
合
に
チ
ラ
シ
な

ど
で
周
知
を
検
討
す
る
。
ま

た
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携

し
、
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
開

催
の
情
報
を
提
供
す
る
。

問　
税
制
と
の
関
係
は
。

答　
認
定
を
受
け
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
、
建
物
の
固

定
資
産
税
が
3
分
の
1
減
額

さ
れ
る
。
減
額
制
度
に
つ
い

て
も
周
知
を
図
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
の
関
係

問　
非
会
員
の
児
童
が
通
学

班
に
入
れ
な
い
と
聞
く
。
集

団
登
校
は
学
校
の
指
導
で
は

な
い
の
か
。

答　
入
会
の
有
無
で
通
学
班

に
入
れ
な
い
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
班
編
成
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
依
頼
し
て
い
る
が
、

全
て
の
児
童
が
通
学
班
に
属

し
て
い
る
。

問　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
か
ら
学
校

備
品
を
購
入
し
た
り
、
現
金

で
寄
附
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

寄
附
の
ル
ー
ル
は
。

答　
事
前
に
申
請
し
寄
附
採

納
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
各
学
校
に
ル
ー
ル
を

徹
底
す
る
。

問　

県
の
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
応
援
事
業
に
参
加
し
て

は
。

答　
参
加
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

問　
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援

事
業
の
現
状
及
び
課
題
は
。

答　
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、

支
援
員
な
ど
の
担
い
手
が
不

足
し
て
い
る
事
業
が
あ
り
、

今
後
は
増
員
を
図
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
で

あ
る
。

　
多
様
な
家
庭
環
境
等
に
対

応
す
べ
く
、
担
い
手
の
確
保

に
つ
い
て
も
民
間
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
支
援
体
制

の
強
化
に
努
め
る
。

問　
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
活
用

及
び
養
成
講
座
受
講
料
へ
の

一
部
助
成
制
度
の
創
設
は
。

答　
出
産
後
の
母
子
に
対
し

て
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
等
き
め
細
か
い
支
援

を
行
い
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
一

環
と
し
て
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ

の
活
用
及
び
養
成
講
座
受
講

料
へ
の
一
部
助
成
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
引
き
続
き
研
究

し
て
い
く
。

防
災
備
蓄
品
管
理
の 
 

業
務
効
率
を

問　
民
間
委
託
の
活
用
で
保

守
管
理
を
行
う
考
え
は
。

答　
限
ら
れ
た
人
員
で
様
々

な
防
災
対
応
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
委
託

の
活
用
を
含
め
、
防
災
備
蓄

品
の
効
率
的
な
管
理
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問
問　
厳
し
い
状
況
に
あ
る
商

店
会
の
継
続
に
向
け
て
の
市

の
関
わ
り
は
。

答　
問
題
を
抱
え
る
商
店
会

の
声
に
耳
を
傾
け
、
顔
の
見

え
る
関
係
性
を
築
き
な
が
ら
、

共
に
考
え
、
よ
り
良
い
方
向

性
を
見
出
せ
る
よ
う
市
、
商

工
会
、
商
店
会
連
合
会
に
お

け
る
連
携
を
よ
り
一
層
強
化

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
副
反
応

問　
接
種
後
の
副
反
応
デ
ー

タ
の
周
知
を
。

答　
接
種
券
を
送
付
す
る
際

に
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
案
内
、

各
種
ワ
ク
チ
ン
の
説
明
書
を

同
封
し
、
正
し
い
情
報
を
提

供
し
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。

学
校
現
場
で
の 
 

マ
ス
ク
の
在
り
方

問　
千
葉
県
の
教
育
委
員
会

で
は
教
職
員
に
対
し
て
マ
ス

ク
を
外
す
指
導
を
し
て
い
る

が
、
市
の
現
状
は
。

答　
教
育
委
員
会
で
は
、
教

職
員
に
対
し
て
率
先
し
て
マ

ス
ク
を
外
す
よ
う
な
指
導
は

行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

教
職
員
が
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
必

要
な
い
場
面
に
つ
い
て
積
極

的
に
発
信
し
、
指
導
し
て
い

る
。

問　
障
害
者
権
利
条
約
に
基

づ
く
国
連
の
勧
告
で
は
、
特

別
支
援
教
育
は
分
離
に
あ
た

る
の
で
中
止
せ
よ
と
あ
る
が
。

答　
勧
告
へ
の
国
の
見
解
を

踏
ま
え
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
共
に
学
ぶ
場

の
提
供
と
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
構
築
を
目
指
す
。

問　
ど
の
よ
う
に
特
別
支
援

学
級
の
支
援
員
等
の
資
質
向

上
を
図
る
か
。

答　
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

を
採
用
し
、
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
研
修
の
企

画
運
営
な
ど
経
験
の
浅
い
教

職
員
を
指
導
す
る
。

問　
通
常
学
級
、
特
別
支
援

学
級
の
垣
根
を
い
か
に
越
え

る
か
。

答　
通
常
学
級
も
個
性
を
大

事
に
、
子
ど
も
同
士
の
学
び

合
い
が
必
要
と
い
う
考
え
方

に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、

特
別
支
援
教
育
の
理
念
が
通

常
の
学
級
の
中
で
も
生
か
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

夕
方
支
援
の
要
望
は

問　
夕
方
支
援
の
要
望
に
つ

い
て
は
。

答　
自
宅
で
居
宅
支
援
、
行

動
援
護
や
移
動
支
援
を
使
っ

て
外
に
出
て
余
暇
活
動
を
楽

し
む
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
日

中
一
時
支
援
事
業
の
要
望
が

と
て
も
高
い
。

問　
地
域
で
行
う
ラ
ジ
オ
体

操
は
気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
で
あ
り
、
健
康
増
進
、

認
知
症
予
防
、
そ
し
て
防
犯

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
拡
げ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
市
の

取
り
組
み
は
。

答　
今
年
度
は
全
国
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
か
ら
指
導
者
を
招

い
て
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　
今
後
も
自
治
組
織
と
連
携

し
、
地
域
で
行
う
ラ
ジ
オ
体

操
事
業
の
充
実
を
推
進
し
て

い
く
。

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全

の
強
化

問　
防
犯
推
進
事
業
の
取
り

組
み
は
。

答　
「
な
が
ら
防
犯
」
を
推

進
す
る
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
講
習
会
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会
等
の

「
防
犯
講
習
会
」、
市
職
員
に

よ
る
地
域
に
出
向
い
て
の

「
防
犯
講
話
」、
犯
罪
発
生
状

況
に
応
じ
た
「
防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
」、
犯
罪

情
報
や
防
犯
情
報
の
発
信
、

「
振
り
込
め
詐
欺
等
対
策
機

器
の
購
入
費
補
助
」
等
を
実

施
。

　
今
年
度
は
大
学
生
等
の
若

年
者
に
協
力
を
得
て
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
っ
た
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
や
対
策
機

器
購
入
費
に
一
部
補
助
の
考

え
は
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
や
自
転
車

降
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
盗
難

防
止
グ
ッ
ズ
へ
の
関
心
が
高

い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

先
進
事
例
等
を
調
査
し
、
研

究
し
て
い
く
。

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う
し
ん疹ワ
ク
チ
ン
接
種

古
越　
孝
子 

議
員

マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化

民
部　
佳
代 

議
員

商
店
会
の
維
持
発
展
の
た
め
に

川
島　
秀
男 

議
員

インクルージョンで行われた体育祭演習

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念

川
畑　
京
子 

議
員

伴
走
型
支
援
で

「
孤
育
て
」
防
止
の
推
進
を

ラジオ体操の様子

地
域
で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
の

普
及
啓
発
を

鈴
木　
美
恵 

議
員
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一 般 質 問
問　
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置

を
東
武
鉄
道
に
要
請
を
。

答　
東
武
東
上
線
改
善
対
策

協
議
会
に
お
い
て
、
毎
年
、

駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ふ
じ
み
野
駅
改
札
口
と

連
結
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

西
口
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
、
東
武
鉄
道
に
対
し

て
要
請
を
。

答　
新
た
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
の
要
望
は
考
え
て
い
な

い
。公

共
事
業
に
係
る 

 
労
働
者
の
労
働
環
境

問　
賃
金
の
支
払
い
状
況
を

適
切
に
把
握
す
る
た
め
に
、

市
は
公
共
事
業
の
受
注
者
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
市
と
し
て
対
応
を
徹
底
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
労
働
環
境
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
疑
義
が
生
じ
た

場
合
に
は
契
約
約
款
に
基

づ
き
、
必
要
な
調
査
を
行

う
。
調
査
の
結
果
、
不
適

切
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
改
善
指
示
を
行
う
。

　
改
善
指
示
に
従
わ
な
い
、

報
告
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ

た
場
合
に
は
入
札
参
加
停

止
等
の
措
置
を
講
じ
た
上

で
、
契
約
解
除
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
規
定
と
な
っ

て
い
る
。

問　
浸
水
リ
ス
ク
の
高
い
地

域
に
お
け
る
自
力
避
難
困
難

者
へ
の
対
応
は
。

答　
避
難
行
動
要
支
援
者
に

つ
い
て
は
、
地
域
自
治
組
織
、

民
生
委
員
、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
連

携
強
化
等
を
図
り
、
円
滑
な

避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

問　
避
難
所
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

タ
イ
プ
の
テ
ン
ト
の
設
置
を
。

答　
４
、
５
人
用
の
テ
ン
ト

を
指
定
避
難
所
20
ヵ
所
に
各

3
張
り
、
福
祉
避
難
所
に
15

張
り
、
防
災
備
蓄
品
管
理
倉

庫
に
25
張
り
、
合
計
１
０
０

張
り
用
意
し
て
い
る
。

市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の 

 

利
用
者
負
担
軽
減

問　
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の
利

用
者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

高
齢
者
無
料
パ
ス
の
復
活
を
。

答　
減
免
制
度
の
拡
大
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
回
の
見

直
し
で
は
現
行
コ
ー
ス
を
改

善
し
た
ほ
か
、
新
た
な
コ
ー

ス
を
設
定
し
、
実
質
増
便
し

た
。
運
行
経
費
が
増
加
し
た

が
、
運
賃
設
定
を
維
持
す
る

よ
う
配
慮
し
た
。

問　
自
衛
隊
施
設
の
「
強
靭

化
」
計
画
に
大
井
通
信
所
が

明
記
さ
れ
た
。
攻
撃
の
標
的

と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
大

井
通
信
所
は
、
近
隣
に
学
校

も
あ
る
よ
う
な
地
域
に
置
か

れ
て
い
る
。
市
民
の
安
全
を

守
る
対
策
は
。

答　
埼
玉
県
基
地
対
策
協
議

会
を
通
じ
て
、
関
係
省
庁
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ

ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上

問　
利
用
回
数
と
補
助
金
の

上
限
を
な
く
し
、
事
業
創
設

当
初
に
戻
す
べ
き
で
は
。

答　
一
部
の
人
だ
け
で
な
く

誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

回
数
と
補
助
金
額
に
上
限
を

設
け
、
公
平
性
を
図
っ
た
。

水
宮
地
区
の 

 

排
水
ポ
ン
プ
常
設
化
は

問　
２
０
１
５
年
、
県
は
常

設
化
を
認
め
た
。
そ
の
後
の

進
捗
は
。

答　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
区
画
整
理
地
内
に
整
備
す

る
調
整
池（
約
９
万
８
千
㎥
）

の
効
果
に
期
待
で
き
る
の
で
、

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
改
め
て
検
討
し
た
い
。

歯
科
口
腔
保
健
事
業 
 

の
充
実

問　
歯
科
衛
生
士
な
ど
専
門

職
の
活
用
を
。

答　
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

歯
科
口
腔
に
関
す
る
教
育
を

推
進
し
た
い
。

ポンプ車による排水作業

一 般 質 問
問　
無
償
化
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

答　
給
食
費
の
無
償
化
は
、

国
の
政
策
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

食
材
費
の
高
騰
分
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
な
く
公
費
を
投
入
し

て
い
る
。

親
亡
き
後
の
障
が
い
者

の
生
活
の
場
の
確
保
を

問　
90
歳
の
親
が
60
歳
の
障

が
い
者
を
ケ
ア
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
、
親
の
高
齢
化
は
深
刻

だ
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増

設
等
の
具
体
策
は
。

答　
親
と
同
居
の
50
歳
以
上

の
障
が
い
者
は
１
７
５
人
い

る
。
そ
の
内
の
２
割
を
父
母

等
が
介
護
し
て
い
る
。
緊
急

時
対
応
事
前
登
録
な
ど
、
障

が
い
者
本
人
や
家
族
と
「
障

が
い
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
り
あ
ん
」
と
の
関
係
が

継
続
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
10
ヵ
所
。
重
度
の
障
が
い

者
が
入
居
で
き
る
所
は
少
な

い
の
で
、
社
会
福
祉
法
人
等

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
施
設

整
備
費
補
助
金
の
申
請
に
向

け
協
力
し
て
い
く
。

地
域
自
治
組
織
の 

 

危
機
打
開
策

問　
役
員
の
な
り
手
不
足
対

策
と
し
て
学
校
な
ど
と
の
協

力
・
連
携
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答　
ス
ポ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
協
働
学
校
な
ど
と

課
題
を
共
有
す
る
な
ど
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
公
用
車
に
導
入
す
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
庁
舎

以
外
の
公
共
施
設
に
も
充
電

設
備
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答　
現
在
進
め
て
い
る
太
陽

光
発
電
導
入
可
能
調
査
に
お

い
て
、
駐
車
場
の
太
陽
光
発

電
か
ら
充
電
で
き
る
設
備
の

設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
の
重
篤
化
を

防
ぐ
た
め
に

問　
帯
状
疱
疹
に
罹
患
し
、

後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が

い
る
。
予
防
接
種
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
50
歳
以
上
は
発
症
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
発
症
し
な

い
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。

障
が
い
児
の
18
歳
以
降

の
支
援

問　
障
が
い
児
が
18
歳
に
な

る
と
、
今
ま
で
受
け
ら
れ
た

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
、

戸
惑
う
保
護
者
が
い
る
。
な

だ
ら
か
に
接
続
す
る
制
度
が

必
要
で
は
。

答　
対
象
年
齢
の
拡
大
な
ど
、

必
要
な
制
度
の
見
直
し
に
関

し
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い

く
。中

一
ギ
ャ
ッ
プ
を 

 

見
据
え
連
携
強
化
を

問　
小
学
校
と
中
学
校
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
交
流
を
。

答　
手
法
に
つ
い
て
研
究
を

重
ね
、
実
施
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

問　
大
阪
府
岸
和
田
市
で
は
、

昨
年
11
月
に
長
女
と
３
女
を

保
育
所
へ
送
り
、
２
女
を
別

の
保
育
所
へ
送
っ
た
と
思
い

込
み
、
車
内
で
熱
中
症
で
亡

く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
あ
っ
た
。
最
初
か
ら
同

一
保
育
所
へ
入
れ
る
よ
う
可

算
点
数
の
見
直
し
が
必
要
で

は
。

答　

入
所
時
の
条
件
は
、

き
ょ
う
だ
い
に
関
わ
ら
ず
公

平
に
考
え
て
い
る
。

問　
き
ょ
う
だ
い
が
既
に
保

育
所
に
い
る
場
合
の
対
応
は
。

答　
既
に
き
ょ
う
だ
い
が
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
１
人

入
所
は
１
点
、
２
人
以
上
入

所
は
２
点
加
算
さ
れ
る
。
す

で
に
、
別
々
の
保
育
所
に
入

所
し
て
い
る
き
ょ
う
だ
い
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
へ
転
所
の
申

請
を
す
る
と
40
点
加
算
さ
れ
、

同
一
の
保
育
所
へ
入
り
や
す

く
な
る
。

耕
作
放
棄
地
へ
の
課
税

問　
木
が
生
い
茂
り
数
十
年

に
わ
た
り
耕
作
し
て
い
な
い

農
地
の
課
税
状
況
は
。

答　
国
が
示
す
固
定
資
産
評

価
基
準
に
基
づ
き
、
現
況
の

地
目
に
よ
り
課
税
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
か

ら
農
地
と
し
て
復
元
で
き
る

状
態
に
あ
る
場
合
は
農
地
、

で
き
な
い
場
合
は
雑
種
地
と

し
て
地
目
認
定
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　
今
後
、
農
業
委
員
会
と
連

携
し
て
他
市
町
の
動
向
も
踏

ま
え
適
正
な
課
税
に
努
め
た

い
。

本庁舎の充電設備

給食センター

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進
を

床
井　
紀
範 

議
員

水
害
時
の
避
難
救
助
と

避
難
所
の
整
備
体
制

田
中　
早
苗 

議
員

き
ょ
う
だ
い
の

保
育
所
入
所
へ
の
配
慮

原
田　
雄
一 

議
員

電
気
自
動
車
の

充
電
設
備
の
充
実
を

小
林　
憲
人 

議
員

学
校
給
食
の
無
償
化
を

塚
越　
洋
一 

議
員

大
井
通
信
所
の
役
割
と
危
険
性

足
立　
志
津
子 

議
員
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編集委員が
インタビュー !

表紙：働く人シリーズに寄せて

ペットトリマーさんペットトリマーさん に伺いました に伺いました

お仕事の内容を教えてください。
ハサミなどを使って見た目の美しさを整える仕
事です。また、飼い主や獣医でも気付きにくい
肌や耳、歯、爪などの健康状態もチェックして
います。
お仕事を始めたきっかけは。
もともと犬を飼っていたので、犬に関わる仕事
がしたいと思っていました。専門学校で学び、サ
ロンや動物病院などで経験を積んで独立しまし
た。
嬉しいことや大変なことは。
ペットが生活しやすいスタイルを提案し、必要
なカットやケアを行うことで、飼い主が喜んで
笑顔になることが嬉しいです。
　動物は話せないので、気持ちを汲み取ってあ

げることが大変です。飼い主の要望と実際の生
活環境とで違いがある場合に、ペットの負担に
ならないよう対応しています。
飼い主に一言お願いします。
ペットが家族の一員として、健康で長生きでき
るように楽しく生活してください。
　夏場の散歩は日中
を避けてもアスファ
ルトが熱くなり、犬に
とっては大変です。
　犬種によっては紫
外線の影響を受けた
りするので、散歩のと
きには洋服を着せて
も良いと思います。

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

議会広報常任委員会
 委 員 長　鈴木　美恵
　委　員　古越　孝子
　委　員　板倉　　篤
　委　員　民部　佳代

副委員長　床井　紀範
　委　員　川島　秀男
　委　員　田中　早苗

編集後記
　新型コロナウイルス感染症が「２類」から「５類」に移行さ
れ、マスクを外している人を見ることや、自身が状況によって
マスクを外すことにも慣れてきました。また、近くの小学校か
らは賑やかな声が聞こえてくるようになりました。
　さて、４月の市議会議員選挙により、この市議会だよりを
編集する「議会広報常任委員会」も新体制となりました。今
号では、委員会の仕事を、会議や取材風景の写真とともに紹
介しています。
　これからも市議会の情報をお伝えするとともに、市民の皆
様に関心の高い事柄についても積極的に掲載し、魅力のある
ものにしていきたいと思っています。
　今後もふじみ野市議会だよりをよろしくお願いいたします。
� （鈴木　美恵）

6 月定例会の傍聴者は 57人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映やSNSもご覧ください。
ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：８月28日 午前9：30～

請願締切予定：８月18日 午前10：00

市役所 4階議場で開催します

中
なかざわ
澤　和

かずひろ
宏 さん

表紙の題字を書いてくれた人
大井中学校３年  野

の
口
ぐち
　心

ここ
路
ろ
さん

　私の住んでいるふじみ野市は、若者や家族、お年寄り
などたくさんの人が住んでいます。その中で、地域の
方々と互いに声を掛け合い、助け合いながら過ごすこと
のできるそんなふじみ野市のみなさんが大好きです。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。
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